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約数と逆数 

 

次の問いに答えなさい。 

（１）整数Ａの約数のうち大きいほうから１，２，３番目の数の和は９９です。また，小さいほうから 

１，２，３番目の数の逆数の和は１
５

６
です。整数Ａを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）□＜△とします。整数Ｂの約数のうち小さいほうから□番目の数と△番目の数の差は９です。 

また，大きいほうから□番目の数の逆数と△番目の数の逆数の差は
１

１６
です。整数Ｂを求めなさい。 

また，小さいほうから□番目の数として考えられるものをすべて答えなさい。 

 

 

  

最難関問題 



https://jukensansuu.org 

 

約数と逆数 （１）５４ （２）Ｂ…１４４，小さいほうから□番目の数…３，９ 

 

（１）整数Ａの１番目に大きい約数はＡ自身です。２番目をＢ，３番目をＣとすると，Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝９９で

す。また，整数Ａの１番目に小さい約数は１，２番目はＡ÷Ｂ＝
Ａ

Ｂ
，３番目はＡ÷Ｃ＝

Ａ

Ｃ
です。これ

らの逆数は，順に１，
Ｂ

Ａ
，

Ｃ

Ａ
ですから，その和は１＋

Ｂ

Ａ
＋

Ｃ

Ａ
＝

Ａ＋Ｂ＋Ｃ

Ａ
です。 

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）÷
Ａ＋Ｂ＋Ｃ

Ａ
＝Ａとなるので，Ａは９９÷１

５

６
＝５４です。 

 

（２）□と△の大小関係はどちらでもよいので，□が△より小さいものとします。小さいほうから□番目の

整数をＣ，△番目の整数をＤとします。すると，大きいほうから□番目の整数はＢ÷Ｃ＝
Ｂ

Ｃ
，△番目の

整数はＢ÷Ｄ＝
Ｂ

Ｄ
となります。これらの逆数は，順に

Ｃ

Ｂ
，

Ｄ

Ｂ
ですから，その差は

Ｄ

Ｂ
－

Ｃ

Ｂ
＝

Ｄ−Ｃ

Ｂ
です。 

（Ｄ－Ｃ）÷
Ｄ−Ｃ

Ｂ
＝Ｂとなるので，Ａは９÷

１

１６
＝１４４です。 

   １４４の約数は小さい順に，１，２，３，４，６，８，９，１２，１６，１８，２４，３６，４８，

７２，１４４です。これらのうちで差が９となるのは３と１２，９と１８なので，小さいほうから□番

目の数は３か９です。 
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